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乗車人員の状況
令和４年度（予算）及び令和３年度（決算見込み）の市バス・地下鉄の乗車人員は、
コロナ前の令和元年度と比べて２割程度減少しています。これは、緊急事態宣言の発出
や不要不急の外出・移動に対する自粛要請の影響のほか、在宅勤務やオンライン授業の
普及等の影響によるものと考えられ、令和２年度から同様の傾向が続いています。

1日あたり乗車人員（年間平均）

乗車人員の内訳
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市バス・地下鉄には、ベビーカーにお子さまを乗せたまま
ご乗車いただけます。ベビーカーをご利用されるお客さま
と周りのお客さまが、お互いに気持ちよくご乗車いただけ
るよう、ご理解とご協力をお願いします。

ベビーカーの取扱いについて

地下鉄車内非常通報装置について
非常の場合は、各車両の扉付近に設置している車内非常通報装置の
通報ボタンを押してください。ボタンを押すことで、係員が応答し、
対応いたします。

市バスの緊急停止ボタンについて
令和元年度から、ドライバー異常時対応システムを装備したバス車両を導入
しています。運転士に異常が発生した際に、運転席後方に設置している非常
ブレーキボタンを押すことで、バス車両を停止させることができます。

転落・接触事故防止について
線路内への転落事故や列車との接触事故を防止する
ため、歩きながらの携帯電話・スマートフォンの
ご使用はおやめください。また、地下鉄駅で目の
不自由な方をお見かけしたときは、お声かけなどの
ご協力をお願いします。

マナーについて

リュックサックなどのお手荷物
リュックサックやキャリーバッグなどの大きな
カバンをご使用の際は、周りのお客さまを押し
たり、足を引っかけて転倒させることのないよう、
ご配慮ください。

転落・衝突防止のため、エスカレーターは歩いたりせず、
手すりにつかまり、2列にならんでご利用ください。

エスカレーター

職員によるお客さまへの安全な利用方法の直接的な呼びかけ等、事
故防止を図る「エスカレーターマナー啓発運動」を実施しています。

安全・安心・快適にご乗車いただくために
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市バスの経営状況

地下鉄の経営状況

（単位：億円　税抜）
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※R元～R3は決算額、R4は予算額

（単位：億円　税抜）

R元 R2 R3 R4

経常収入 929 677 721 746

運輸収益 768 535 586 616

運輸雑収 67 60 59 63

一般会計補助金 54 44 39 31

その他 40 38 37 36

経常支出 778 764 755 762

人件費 263 265 262 266

経費 210 205 209 213

その他 305 294 284 283

経常収支 151 ▲ 87 ▲ 34 ▲ 16

※R元～R3は決算額、R4は予算額

①乗車人員の減少に伴い運輸収
益も大きく減少（令和４年度
予算では、コロナ前の令和元
年度と比較して▲34億円）

②経費は、原油価格高騰に伴い
自動車燃料費が増加。今後も
社会経済情勢の変化に伴う経
費の増加が懸念される

③経常収支は、令和２年度決算
では、平成17年度以来の赤字
となり、以降３年連続で赤字
が見込まれる大変厳しい状況

①乗車人員の減少に伴い運輸収
益も大きく減少（令和４年度
予算では、コロナ前の令和元
年度と比較して▲152億円）

②経費は、原油価格高騰に伴い
地下鉄動力費が増加。今後も
社会経済情勢の変化に伴う経
費の増加が懸念される

③経常収支は、令和２年度決算
では、平成1９年度以来の赤字
となり、以降３年連続で赤字
が見込まれる大変厳しい状況

市バス・地下鉄の経営状況 新型コロナウイルス感染防止対策
交通局では、お客さまの安全・安心のため、感染予防対策に取り組んでいます。

●車両の抗ウイルス・抗菌加工
市バス・地下鉄全車両に抗ウイルス・抗菌加工を
実施。

●消毒
駅および車両の日常清掃などにおいて、次亜塩素
酸ナトリウム溶液を使用した消毒作業を実施。
また、新型コロナウイルス感染症のり患者が利用し
たことが判明した場合も、同様の消毒作業を実施。

●車内換気
市バス・地下鉄では、全車両にて換気扇常時使用
による換気を実施。
また、一部の窓を開け走行。市バスでは、始終点で
のドアを開けた車内換気を実施。

●職員の取り組み
市バス・地下鉄の運行にあたり、乗務員、駅務員
等の職員はマスクを着用。
また、営業所および駅などでは、手洗い、うがい
等を実施。

●ビニールカーテンの設置
市バス運転席および地下鉄駅長室、改札窓口に
ビニールカーテンを設置。


